
(別紙様式第５号）

１　事業の実施状況に対する所見

２　成果目標の達成状況に対する所見

３　施設等の利用状況についての所見

４　６次産業化法人と連携法人の取引状況についての所見

５　改善措置等に対する所見及び指導内容

（１）成果目標について

（２）施設等の利用状況について

　製品の品質向上及びアイテムの増加に努め、目標達成に向けて事業を推進していくこととしていることから、引き続きフォ
ローアップを行っていくこととする。

　平成25年度の利用計画の目標を達成している。引き続き、目標達成に向けた取組を推進する必要がある。

（雇用の創出に関する目標）
　　　雇用者の増加

　平成２５年度の目標を上回り達成している。

（地域の活性化に関する目標）
　　[　体験実習生受入　]

　６次産業化研修や体験教室が定着し、平成２５年度の目標を大幅に上回り達成している。

[新規導入機械の利用状況について]
　計画を上回る利用率となっている。

該当なし

[取組状況について]
　平成２４年度から本事業により導入した新設備が本格稼働しており、加工品の販売等ほぼ計画どおり取り組まれている。

[経営状況、事業による変化等について]
　新設備導入による製品は好評を得ている。また、作業効率、製品歩留まりの向上等、生産性の向上にもつながり、計画以
上の設備の利用率となっている。

項目 所見

（所得の向上に関する目標）
　　　　売上高の増加

　レストラン及び直売所増築工事のため、半年間仮設店舗による営業をしたことにより目標
の売上げを達成することが出来なかった。
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